














要約 川崎病「診断の手引き」の主要 6 症状のうち 3 症状以下で冠動脈瘤形成を伴った 2

乳児例経験した。1例は,生後 3か月の男児で,主要症状は発疹,口唇紅潮，皮膚落屑の 3症

状のみで発熱は 3日間と短かったが巨大冠動脈瘤,心筋虚血,大量の心膜液貯留があり重篤

であった。第 28 病目に哺乳力低下を主訴に入院となり,心合併症が初めて確認された。他

の 1例は,生後 6か月の男児で,主要症状は発熱と眼球結膜の充血の 2症状のみで,第 10 病

日に発熱,咳嗽を主訴に入院となりのちに中等度の左冠動脈瘤を形成した。2例とも血液検

査では,炎症所見が強く川崎病らしかった。不全型での心合併症の見落しを避けるためには,

外見上の症状が軽くても,血液検査を行ない,炎症所見の強い場合は積極的に断層心エコー

検査を行なうべきである。 


